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主
な
議
案
説
明

議
案
第
２
号

令
和
元
年
度
事
務
費
賦
課
方
法
の
変
更
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
の
１
組
合
化
以
前
か
ら
、
盛
岡
地

域
セ
ン
タ
ー
管
内
で
は
、
水
稲
共
済
、
麦
共
済
、

畑
作
物
共
済
（
大
豆
、
そ
ば
）
の
事
務
費
に
つ

い
て
20
㌶
を
超
え
る
部
分
に
は
賦
課
し
な
い
こ

と
と
し
て
い
ま
し
た
。
一
部
地
域
で
の
大
規
模

引
受
へ
の
優
遇
措
置
と
し
て
実
施
し
て
き
ま
し

た
が
、
今
年
度
で
廃
止
し
て
令
和
２
年
度
か
ら

は
県
内
で
統
一
さ
れ
ま
す
。

　

３
月
か
ら
令
和
２
年
産
の
水
稲
共
済
の
加
入

申
し
込
み
が
始
ま
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
臨
時

総
代
会
に
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
３
号

家
畜
共
済
危
険
段
階
別
共
済
掛
金
率
の
設
定
に
つ
い
て

　

加
入
者
の
過
去
の
被
害
率
を
も
と
に
、
21
の

危
険
段
階
区
分
を
設
定
し
ま
し
た
。
令
和
２
年

１
月
１
日
以
降
に
責
任
開
始
す
る
共
済
関
係
か

ら
適
用
し
ま
す
。

年
頭
に
あ
た
り
、
組
合
員
の
み
な
さ
ま
に
謹
ん
で
新
年
の

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
日
本
各
地
で
大
き
な
自
然
災
害
が
発
生
し

ま
し
た
。
中
で
も
台
風
19
号
は
、
関
東
・
東
北
・
甲
信
越

の
広
い
範
囲
で
予
想
を
大
き
く
上
回
る
豪
雨
と
な
り
、
７

県
71
河
川
の
１
３
５
カ
所
で
堤
防
が
決
壊
。
冠
水
面
積
は

２
万
４
６
８
０
㌶
と
甚
大
な
洪
水
被
害
と
な
り
、
農
業
被
害

の
み
な
ら
ず
多
く
の
尊
い
命
も
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。
被
災

さ
れ
た
み
な
さ
ま
に
は
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

県
内
で
も
、
沿
岸
北
部
を
中
心
に
河
川
の
氾
濫
に
よ
る
土

砂
災
害
な
ど
が
発
生
し
、
平
成
28
年
の
台
風
10
号
を
上
回
る

大
き
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
強
風
被
害
も
多
く
、

盛
岡
以
南
、北
上
川
流
域
の
県
南
内
陸
部
、沿
岸
南
部
地
域
で
、

リ
ン
ゴ
の
落
果
被
害
や
ハ
ウ
ス
の
倒
壊
、
被
覆
材
の
破
損
な

ど
が
発
生
し
ま
し
た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
対
す
る
共

済
金
早
期
支
払
い
の
た
め
、
仮
渡
し
を
行
い
ま
し
た
。
農
家

の
再
生
産
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

迅
速
か
つ
公
平
な
損
害
評
価
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
損

害
評
価
員
、
損
害
評
価
会
委
員
の
み
な
さ
ま
を
は
じ
め
、
共

済
部
長
、
関
係
機
関
な
ど
多
く
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

一
方
、
昨
年
は
農
家
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
合
わ
せ
た
農
業
共
済

制
度
の
見
直
し
と
、
収
入
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

収
入
保
険
制
度
は
、
品
目
の

枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
然
災
害
な
ど
に

よ
る
収
穫
量
の
減
収
に
加
え
、
販
売
価
格
の
低

下
な
ど
を
含
め
た
収
入
の
減
少
を
補
て
ん
し
ま
す
。
青
色

申
告
を
さ
れ
て
い
る
組
合
員
の
み
な
さ
ま
に
は
、
制
度
を
ご

理
解
い
た
だ
き
ご
加
入
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

農
業
経
営
の
安
定
と
農
業
生
産
力
の
発
展
に
寄
与
で
き

る
組
織
づ
く
り
を
目
指
し
、
農
業
保
険
制
度
の
普
及
を
通
し

て
農
家
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
構
築
し
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て

制
度
の
普
及
・
定
着
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

本
年
も
農
業
保
険
制
度
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
組
合
員
の
み
な
さ
ま
の
ご
健

勝
、
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

農
業
保
険
制
度
で
農
家
を
サ
ポ
ー
ト

組
合
長
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岡
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ほ
か
　
職
員
一
同

組合長理事 

菊地一男

本
年
も
よ
ろ
し
く

　
　

お
願
い
い
た
し
ま
す

事
務
費

賦
課
方
法
を
統
一

臨時
総代会

総代会とは
組合員の代表（総代）が出
席して、理事から提出され
た議案を審査します。組合
員の声を反映させるＮＯＳＡＩ
の最高意思決定機関です。

議長をつとめた熊谷郁雄総代

全議案が可決・承認されました

提　出　議　案

議案第１号　岩手県農業共済組合事業規程の一部変更について
災害救助法が適用された 14 市町村に対して、家畜共済および園芸
施設共済の共済掛金の払込期限等の期間を延長 （詳細は 13 ページ）

議案第２号　令和元年度事務費賦課方法の変更について
盛岡地域センター管内の事務費賦課方法を令和 2 年度から変更

議案第３号　家畜共済危険段階別共済掛金率の設定について
危険段階区分 21 区分。搾乳牛（死亡廃用共済）の場合。危険指
数 7.87493（最高）、1.0（最低） など

直近の１０年間の被害率をもとに加入者を２１
区分に分類しました（新規加入の方は 0）。被
害が少なければ段階的に区分が下がります。

総代総数	 299名
本人出席	 173名
書面出席	 120名
出席者合計	 293名

　

令
和
元
年
11
月
26
日
、
盛
岡
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
で
臨
時
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

一
関
市
の
熊
谷
郁
雄
総
代
が
議
長
に
選
任
さ

れ
、
慎
重
な
審
議
の
結
果
、
全
３
議
案
が
原

案
ど
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

危険段階によって被害率に応じた
掛金負担に

掛　金

21段階
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所
得
か
ら
控
除

　

複
式
簿
記
を
行
っ
て
い
る
場
合
、
最
高
で
65
万

円
（
簡
易
な
方
式
の
場
合
は
10
万
円
）
を
所
得
か

ら
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
複
式
簿
記
と
簡

易
な
方
法
で
は
、必
要
書
類
が
異
な
り
ま
す（
下
表
）。

　
専
従
者
の
給
与
を

　
必
要
経
費
に
算
入
で
き
る

　

事
業
主
と
生
計
を
と
も
に
し
て
い
る
配
偶
者
や

15
歳
以
上
の
親
族
で
、
そ
の
事
業
に
専
ら
従
事
し
て

い
る
人
に
払
う
給
与
を
必
要
経
費
に
算
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
損
失
（
赤
字
）
の
繰
り
越
し
と
繰
り
戻
し

　
事
業
か
ら
生
じ
た
純
損
失
の
金
額
（
赤
字
金
額
）

を
、
最
長
で
３
年
間
に
わ
た
っ
て
繰
り
越
し
て
、
翌

年
以
降
の
所
得
か
ら
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
繰
り
越
し
の
代
わ
り
に
、
損
失
額
を
前

年
に
繰
り
戻
し
て
、
前
年
分
の
所
得
税
の
還
付
を

受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
お
正
月
も
過
ぎ
、
み
な
さ
ん
の
中
に
は
「
こ
れ
か
ら
税
申
告
の
準
備
を
す
る
」

と
い
う
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
農
家
の
み
な
さ
ん
の
確
定
申
告
に

は
、
青
色
申
告
と
白
色
申
告
が
あ
り
ま
す
が
、
中
で
も
青
色
申
告
に
は
大
き
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
青
色
申
告
の
メ
リ
ッ
ト
や
農
業
共
済
掛
金
な
ど

の
税
申
告
に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。

始
め
よ
う
青
色
申
告

私
の
青
色
申
告

青
色
申
告
は
自
分
で

税
理
士
に
依
頼

青
色
申
告
の

主
な
税
制
上
の
メ
リ
ッ
ト

　

青
色
申
告
は
税
控
除
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
、
10
年
以

上
前
か
ら
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
私
は
、
自
分
で
パ
ソ
コ
ン

に
入
力
を
し
て
税
務
署
に
書
類

を
持
っ
て
行
き
申
告
を
し
て
い

ま
す
。

　
青
色
申
告
を
す
る
こ
と
で
、

自
分
の
経
営
を
分
析
し
経
費
を

見
直
す
良
い
機
会
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。
１
年
間
の
経
営
を
振

り
返
り
、
次
の
農
業
経
営
に
つ

な
げ
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
に
合
同
会
社
を

立
ち
上
げ
、
３
人
の
従
業
員

を
雇
用
し
て
い
ま
す
。
以
前
は

自
分
で
青
色
申
告
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
会
社
設
立
後
は

従
業
員
の
給
与
や
保
険
な
ど
、

申
告
に
関
す
る
事
務
作
業
が

大
変
に
な
っ
た
の
で
、
税
理
士

に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

青
色
申
告
に
必
要
な
書
類

の
管
理
に
気
を
付
け
て
い
れ

ば
、
農
作
業
な
ど
に
集
中
で

き
ま
す
。

軽米町車門  菅原 敏見さん（59）
経営規模＝原木シイタケ（ほだ木6万本）

奥州市江刺梁川　合同会社やながわアグリサービス
代表社員  及川  豪

つよし

さん（55）
経営規模＝主食用米９．４㌶、飼料用米１．５㌶、大豆５．２㌶、ミニトマト３㌃

123

青色申告と白色申告の必要書類と控除額の比較

青色申告
白色申告

複式簿記 簡易な方法

青色申告の
特別控除  最高で65 万円 10万円 なし

そ
ろ
そ
ろ
青
色
申
告
の
準
備
。

み
な
さ
ん
は
も
う
始
め
ま
し
た
か
？

特集　 

特
集

ＪＡも
サポート
します

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
、
農
業
青
色
申
告
会
を
組

織
し
て
、
会
員
の
み
な
さ
ん
を
対
象
と
し
た

説
明
会
な
ど
を
開
催
す
る
ほ
か
、
税
申
告

に
関
す
る
ご
相
談
に
も
お
答
え
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
い
わ
て
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
会
計
記
帳
代

行
も
行
っ
て
い
ま
す
。
料
金
は
か
か
り
ま
す
が
、
事
務
負

担
を
軽
減
し
て
、
最
大
で
65
万
円
の
青
色
申
告
特
別
控
除

の
適
用
が
可
能
で
す
。

　

売
上
や
経
費
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
１
年
間
の
経
営
を

振
り
返
っ
て
翌
年
の
営
農
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
農
家
の
み
な
さ
ん
に
青
色
申
告
を
お
す
す
め
し
て

い
ま
す
。

JAいわて中央　営農販売部　営農企画課
猿 舘　徹 課長

始めよう青色申告
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建
物
共
済　

加
入
物
件
の
確
認
を

　

建
物
共
済
の
掛
金
の
う
ち
、
農
業
経
費
と
し
て
計
上

で
き
る
の
は
、
農
作
業
場
や
畜
舎
な
ど
、
農
業
に
関
連

す
る
物
件
の
掛
金
の
み
で
す
（
住
宅
の
掛
金
は
、
農
業

経
費
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
）。

地
震
保
険
料
控
除
（
総
合
共
済
）

　

総
合
共
済
に
加
入
し
て
い
る
住
宅
の
掛
金
に
つ
い
て

は
、
地
震
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す
。

　

な
お
、
控
除
額
は
地
震
保
険
料
控
除
証
明
書
の
金
額

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　

収
入
保
険　

保
険
料
は
保
険
期
間
の
経
費
に

　

令
和
元
年
12
月
に
納
入
い
た
だ
い
た
収
入
保
険
の
保

険
料
、
事
務
費
に
つ
い
て
は
、
保
険
期
間
（
令
和
２
年
）

の
経
費
と
し
て
計
上
し
て
く
だ
さ
い
。

個
人
の
場
合

　
保
険
期
間
（
令
和
２
年
）
の
経
費
に
算
入
す
る
。

法
人
の
場
合

　
保
険
期
間
（
令
和
２
年
）
の
損
金
に
算
入
す
る
。

※
平
成
31
年
～
令
和
元
年
の
収
入
保
険
の
保
険
料
、
事

務
費
を
平
成
30
年
経
費
と
し
て
計
上
し
た
場
合
は
、

令
和
２
年
分
の
保
険
料
、
事
務
費
に
つ
い
て
も
令
和

元
年
の
経
費
と
し
て
計
上
し
て
く
だ
さ
い
。

積
立
金
は
課
税
し
ま
せ
ん

　

収
入
保
険
の
積
立
金
に
つ
い
て
は
、
預
け
金
と
し
て

取
り
扱
わ
れ
、
課
税
関
係
は
生
じ
ま
せ
ん
。
貸
借
対
照

表
の
資
産
の
部
「
経
営
保
険
積
立
金
」
に
計
上
し
て
く

だ
さ
い
。

　
農
業
所
得
の
税
申
告
で
は
、
農
業
共
済
の
掛
金
な
ど
も
経

費
と
し
て
計
上
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
建
物
共

済
の
掛
金
と
収
入
保
険
の
保
険
料
は
注
意
が
必
要
で
す
。

農
業
経
費
と
し
て

計
上
で
き
る
も
の

・
各
種
共
済
掛
金

・
収
入
保
険
の
保
険
料

・
農
業
共
済
新
聞
購
読
料　
　
な
ど

経
費
に
計
上
で
き
ま
す

～
農
業
共
済
掛
金
な
ど
～
　

収
入
保
険
が

農
業
経
営
を
サ
ポ
ー
ト

 

加
入
者
が
語
る
収
入
保
険

建物共済加入証券

令和2年 令和3年 令和4年
3月15日まで 10月～11月 12月末 1月～12月

（税の収入の算定期間）

NOSAI へ
収入保険の
加入申請　

保険料・
積立金等の
納付

保険期間
青色申告承認
申請書を税務署
に提出

令和4年から収入保険に加入するには（注）

（注）個人の場合。法人は事業年度によって異なります

　
収
入
保
険
は
自
然
災
害
に
よ
る
収
量
の
減

少
だ
け
で
な
く
、
品
質
低
下
や
市
場
価
格
の

下
落
、
病
気
や
け
が
が
原
因
で
収
入
が
減
少

し
た
場
合
も
補
償
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
加
入
す
る
に
は
青
色
申
告
の
実
績
が
あ
る

こ
と
が
条
件
で
す
。
新
た
に
青
色
申
告
を
始

め
る
方
は
、
３
月
15
日
ま
で
に
最
寄
り
の
税

務
署
へ
「
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」
の
提
出

が
必
要
で
す
。
令
和
２
年
分
か
ら
青
色
申
告

が
で
き
る
の
で
、
令
和
４
年
か
ら
加
入
で
き

ま
す
（
下
表
）。

補
償
が
厚
い
収
入
保
険
に

加
入
し
ま
せ
ん
か
？

加入証券右に地震保険料控除金額の記載が
あれば控除の対象となります

紫
波
町
片
寄

十
二
神
農
業
生
産
組
合（
構
成
員
17
人
）

事
務
局  

細
川 

高
幹
さ
ん

営
農
状
況
：
水
稲
約
34
㌶
ほ
か

遠
野
市
小
友

勘
六
縁

代
表  

菊
池 

陽
佑
さ
ん

栽
培
面
積
＝「
亀
の
尾
」１・５
㌶
、「
遠
野
４
号
」３
㌶
、

「
サ
サ
ニ
シ
キ
」10
㌃
ほ
か

　

補
償
範
囲
が
広
い
の
で
、
営
農
組

合
と
し
て
収
入
保
険
に
移
行
し
ま
し

た
。
任
意
組
合
な
の
で
、
加
入
は
構

成
員
個
々
で
す
。

　

日
時
を
決
め
て
構
成
員
に
集
ま
っ

て
も
ら
い
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
職
員
の
方
に

加
入
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

全
員
分
の
手
続
き
が
２
時
間
ほ
ど
で

完
了
し
た
の
で
、
事
務
の
負
担
は
感

じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

使
っ
て
、
保
険
料
な
ど
が
す
ぐ
に
計

算
で
き
る
の
が
い
い
で
す
ね
。

　
自
然
栽
培
で
水
稲
を
栽
培
し
て
い

ま
す
。
以
前
は
水
稲
共
済
に
加
入
し

て
い
ま
し
た
が
、
自
分
の
栽
培
方
法

な
ど
を
考
え
て
補
償
の
幅
が
広
い
収

入
保
険
を
迷
わ
ず
選
び
ま
し
た
。

　
勘
六
縁
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販

売
の
ほ
か
、
寿
司
店
に
も
卸
し
て
い

ま
す
。
今
後
は
、
販
路
拡
大
の
た
め

に
水
稲
以
外
の
作
物
の
栽
培
も
考
え

て
い
る
の
で
、
経
営
品
目
全
体
の
販

売
収
入
を
補
償
す
る
収
入
保
険
は
魅

力
的
で
す
。

特集　 始めよう青色申告
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健
康
な
子
牛
の
生
産
を
目
指
し
て
、
分

娩
前
に
母
牛
の
増
し
飼
い
（
飼
料
を
段
階

的
に
増
や
す
こ
と
）
や
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

な
ど
を
行
い
ま
す
が
、
家
事
や
急
用
な
ど

で
う
っ
か
り
忘
れ
て
適
期
を
逃
が
し
て
し

ま
い
が
ち
で
す
。

　

子
牛
市
場
な
ど
で
配
布
さ
れ
る
繁
殖
カ

レ
ン
ダ
ー
を
見
え
る
と
こ
ろ
に
貼
り
、
分
娩

予
定
日
を
記
入
し
て
お
く
と
、
前
後
の
計
画

が
立
て
や
す
く
な
り
ま
す（
図
参
照
）。ま
た
、

複
数
の
親
子
で
重
な
り
合
う
予
定
も
、
繁

殖
カ
レ
ン
ダ
ー
を
用
い
て
調
整
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
一
回
の
往
診
で
複
数
の
予
定
を

こ
な
せ
る
よ
う
に
調
整
す
る
と
、
往
診
依
頼

の
回
数
を
減
ら
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
繁
殖
カ
レ
ン
ダ
ー
が
目
の
つ
く
と

こ
ろ
に
貼
っ
て
あ
る
と
、
獣
医
師
も
往
診
で

訪
問
し
た
際
に
、
繁
殖
治
療
の
ア
ド
バ
イ
ス

な
ど
も
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
計
画
的
な
畜

産
経
営
の
た
め
に
、
繁
殖
カ
レ
ン
ダ
ー
の
活

用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

便
利
な
﹁
繁
殖
カ
レ
ン
ダ
ー
﹂
を

活
用
し
て
計
画
的
な
畜
産
経
営
を

診
療
所
通
信

TEL：0197-25-6909 TEL：0198-62-5322

TEL：0193-67-3656

TEL：0194-28-3191

宮古家畜診療所

下閉伊北部出張所

岩手県北基幹家畜診療所 岩手県南基幹家畜診療所 岩手沿岸基幹家畜診療所
（家畜診療）TEL：019-601-8125
（人工授精）TEL：019-601-8201

TEL：019-601-6033
TEL：0198-29-4122

TEL：0195-66-2506
TEL：0191-21-5666

TEL：0195-41-1105

葛巻家畜診療所
磐井家畜診療所

北部家畜診療所

北岩手家畜診療所
中部家畜診療所

※8時30分から9時30分以外の診療依頼は、急患を除き、原則として当日中の往診はできませんのでご了承ください。
※獣医師個人の携帯電話へ直接依頼することはご遠慮ください。
※土日祝日は、急患の受付に限定させていただきますのでご了承ください。

岩
手
県
南
基
幹
家
畜
診
療
所

磐
井
家
畜
診
療
所

佐さ

さ

き々木 

理お
さ
む 

技
術
副
主
幹

知
っ
て

得
す
る

を
安
定
供
給
で
き
る
よ
う
に
な
る
ま
で
２
年
ほ

ど
か
か
り
ま
す
。「
複
数
の
種
類
を
掛
け
合
わ
せ

て
株
を
育
て
、
優
良
な
も
の
を
選
別
し
て
再
び

掛
け
合
わ
せ
ま
す
。
計
算
ど
お
り
に
な
ら
な
い

で
す
し
、
時
間
も
か
か
る
地
道
な
作
業
で
す
。

薄
い
ピ
ン
ク
色
の
ベ
ゴ
ニ
ア
や
真
夏
の
暑
さ
に

強
い
ラ
ベ
ン
ダ
ー
な
ど
、
特
色
あ
る
花
を
開
発

し
た
い
で
す
ね
」
と
話
し
ま
す
。

花
に
付
加
価
値
を

　
「
高
品
質
な
花
を
育
て
る
た
め
、
細
か
い
作
業

も
丁
寧
に
行
っ
て
い
ま
す
」
と
花
の
生
育
状
況

を
見
回
る
佐
々
木
さ
ん
。
昨
年
は
、
シ
ク
ラ
メ

ン
に
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
ラ
ベ
ル
を
付
け
て
販
売
し

ま
し
た
。「
毎
年
同
じ
花
が
人
気
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
て
、

花
に
付
加
価
値
を
付
け
て
販
売
し
た
い
で
す
」

と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

1月から出荷予定のレウィシア

父
の
跡
を
継
ぐ

　

佐
々
木
さ
ん
は
高
校
卒
業
後
、
大
学
で
花
き

栽
培
を
学
び
、
平
成
20
年
に
父
・
登
さ
ん
（
66
）

が
経
営
す
る
花
泉
園
芸
に
就
農
。
令
和
元
年
か

ら
は
同
園
の
代
表
に
就
任
し
ま
し
た
。
佐
々
木

さ
ん
は
「
10
月
か
ら
11
月
は
シ
ク
ラ
メ
ン
、
12

月
は
ベ
ゴ
ニ
ア
を
出
荷
し
ま
し
た
。
１
月
か
ら

夏
こ
ろ
ま
で
は
レ
ウ
ィ
シ
ア
、
４
月
に
は
ラ
ベ

ン
ダ
ー
の
出
荷
が
始
ま
り
ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

地
道
に
品
種
改
良

　

ベ
ゴ
ニ
ア
や
ラ
ベ
ン
ダ
ー
な
ど
は
、
品
種
改

良
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
ベ
ゴ
ニ
ア
は
、

品
種
の
形
質
が
安
定
す
る
ま
で
３
～
４
年
、
苗

  一関市   花泉園芸 代表    　

品種改良中のベゴニア

特
色
あ
る
花
の
開
発
を
目
指
す

佐
さ さ き

々木 公
こ う す け

輔さん

　
「
幼
い
頃
か
ら
父
の
働
く
姿
を
近
く
で
見
て
、
将
来
は

実
家
を
継
ぐ
イ
メ
ー
ジ
を
し
て
い
ま
し
た
」
と
話
す
の
は
、

一
関
市
花
泉
町
に
あ
る
花
泉
園
芸
を
経
営
す
る
佐
々
木
公

輔
さ
ん
（
34
）。
ハ
ウ
ス
12
棟
（
40
㌃
）
で
シ
ク
ラ
メ
ン
や

ベ
ゴ
ニ
ア
な
ど
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
特
色
が
あ
る
花
を

作
る
た
め
品
種
改
良
に
力
を
入
れ
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
て
ラ
ベ
ル
を
工
夫
す
る
な
ど
、
花
に
付
加
価
値
を

付
け
て
出
荷
し
て
い
ま
す
。

「お客様の手元に届くころに花が元気に咲くように調整しています」
と佐々木さん

いちばん星 輝 く岩 手 の   農 業 人

今年のカレンダーに分娩
予定日を書きましょう

母牛増し飼い：３ヶ月から１ヶ月前までに（４－３周期前から）

代用初乳の確保：初産の母牛は特に大事

１周期前：下痢５種ワクチン（１ヶ月から半月前まで）

分娩予定日

１周期後：子牛コクシジウム予防＆貧血予防（生後一ヶ月までが目安）

分娩が重なって生まれた子牛は集団風邪の予防も考えましょう（２－３周期後）

繁殖カレンダーは２１日周期 ⇒ 病気の予防もこの周期で計画しましょう

出典：（一社）ジェネティクス北海道　黒毛和種繁殖カレンダー
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結いの大地 旬だより

　
北
上
市
和
賀
町
岩
崎
の
「
石
臼

挽
き
手
打
ち
蕎
麦　
神か

ぐ
ら
や
楽
屋
（
千

葉
晃
史
店
長
＝
37
歳
）」
で
は
、「
お

蕎
麦
の
フ
ィ
ナ
ン
シ
ェ
神
楽
焼
」

を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
同
商
品
は
、「
お
い
し
い
ソ
バ
の

ス
イ
ー
ツ
を
作
り
た
い
」
と
、
同

市
の
「
洋
菓
子
工
房
ケ
ー
キ
屋

S
h
i
m
i
z
u
」
の
フ
ィ
ナ
ン

シ
ェ
と
コ
ラ
ボ
。
北
上
市
産
の
そ

ば
粉
や
米
粉
を
使
用
し
、
そ
ば
粉

は
神
楽
屋
の
石
臼
で
ひ
い
て
い
ま

す
。
優
し
い
甘
さ
の
中
に
、
ソ
バ

本
来
の
香
ば
し
い
香
り
を
楽
し
め

る
ス
イ
ー
ツ
で
す
。

　

千
葉
店
長
は
「
こ
の
商
品
を
通

じ
て
、
地
元
産
の
ソ
バ
の
お
い
し

さ
を
た
く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て
も

ら
い
た
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
い

ま
す
。

　
雫
石
町
御
明
神
の
「
葉は

な菜
Ｃ
ａ

ｆ
ｅ（
黒
沢
菜
穂
子
代
表
）」で
は
、

同
町
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ

た
日
替
定
食
が
人
気
を
集
め
て
い

ま
す
。

　
黒
沢
代
表
方
で
は
、
家
族
で
農

業
を
営
ん
で
い
ま
す
。「
自
分
た

ち
が
作
っ
た
コ
メ
や
野
菜
を
、
直

接
味
わ
っ
て
も
ら
え
る
場
所
を
作

り
た
い
」
と
、
平
成
24
年
に
同
店

を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
日
替
定
食
に
は
、
自
家
産
の
農

産
物
を
中
心
に
、
雫
石
町
産
食
材

を
使
用
し
た
総
菜
が
並
び
ま
す
。

食
材
を
生
か
し
た
味
付
け
が
好
評

で
す
。

　
黒
沢
代
表
は
「
こ
の
カ
フ
ェ
か

ら
、
地
元
産
食
材
の
魅
力
を
発
信

し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
笑
顔

を
見
せ
ま
す
。

　
宮
古
市
川
井
の
株
式
会
社
川
井

産
業
振
興
公
社
（
社
長
＝
桐
田
教

男
副
市
長
）
で
は
、
川
井
地
域
特

産
の
片
面
シ
ソ
を
搾
っ
た
原
液

「
ぎ
ゅ
っ
と
赤
し
そ
」
を
新
た
に

開
発
し
、
昨
年
12
月
か
ら
販
売
し

て
い
ま
す
。

　
葉
の
表
面
が
緑
色
で
裏
面
が
赤

紫
色
の
片
面
シ
ソ
は
、
契
約
農
家

が
栽
培
し
て
い
ま
す
。
お
好
み
の

飲
み
物
に
加
え
る
だ
け
で
、
シ
ソ

の
香
り
や
酸
味
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
公
社
特
産
品
加
工
施
設
の
前
関

憲
也
施
設
長
（
49
）
は
「
焼
酎
な

ど
で
割
っ
て
飲
む
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
使
い
方
が
あ
り
ま
す
。
川
井

地
域
特
産
の
片
面
シ
ソ
を
手
軽
に

楽
し
ん
で
ほ
し
い
で
す
」
と
話
し

て
い
ま
す
。

　
「
み
そ
づ
く
り
組
合
み
ず
さ
わ

や
ま
ぶ
き
の
会
（
菊
地
清
子
代
表

＝
71
歳
）」
で
は
、
農
閑
期
に
地

場
産
の
材
料
を
使
っ
て
み
そ
造
り

を
し
て
い
ま
す
。

　
同
組
合
は
、
平
成
16
年
か
ら
農

家
の
女
性
が
中
心
と
な
っ
て
活
動

を
始
め
ま
し
た
。
麹こ

う
じは
、
会
員
が

栽
培
し
た
ひ
と
め
ぼ
れ
で
作
っ
て

い
ま
す
。「
普
通
味
噌
」
は
会
員

が
栽
培
し
た
大
豆
（
シ
ュ
ウ
リ
ュ

ウ
）、「
こ
だ
わ
り
味
噌
」
に
は
県

産
大
豆
（
秘
伝
）
と
天
日
塩
を
使

用
し
て
い
ま
す
。

　
菊
地
代
表
は
「
み
そ
は
毎
日
の

食
卓
に
欠
か
せ
な
い
調
味
料
。
体

に
優
し
い
も
の
を
使
っ
て
ほ
し
い

の
で
、
添
加
物
は
入
れ
て
い
ま
せ

ん
。
ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
」
と

Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

お蕎麦のフィナンシェ神楽焼　1本220円（税込み）
10本セットもあります

日替定食　900円（税込み）275㍉㍑　1,080円（税込み）
飲むヨーグルトに入れるのもおすすめ

「かあちゃんの手作りみそ　汁日和。」は普通味噌と
こだわり味噌の２種類

「毎月第２土曜日は、ランチバ
イキングも開催中です」と黒沢
代表

▷主な販売先
　道の駅やまびこ館
▷宮古市川内８-２
　℡0193-85-5011
▷営業時間：午前8時～午後6時

▷主な販売先
　産直来夢くん
▷奥州市水沢真城杉ノ下51
▷営業時間：午前9時～午後6時

定休日：毎月第2水曜日

▷北上市和賀町岩崎16-437
　℡0197-72-8588
▷営業時間

火曜日～日曜日
午前11時～午後3時（午後2
時30分ラストオーダー）
定休日：毎週月曜日、その他
営業カレンダーによる

▷雫石町御明神南黒沢50
　℡019-613-8488
　ランチ：午前11時〜午後2時
　定休日：火曜日
 （臨時休業あり。詳細はTEL）

優
し
い
甘
さ
と
ソ
バ
の
香
り

地
元
食
材
の
魅
力
を
発
信

片
面
シ
ソ
の
新
商
品

体
に
優
し
い
地
元
産
の
み
そ

秋田自動車道

北
上
市
街

↑

↓ 至夏油

●

★

122

302
北上市立鬼の館

石臼挽き手打ち蕎麦
神楽屋

●薬師塗漆工芸館

閉
伊
川

至盛岡
←

→
至宮古

道の駅やまびこ館★
106

●

●
東
北
本
線

産直来夢くん

★

(株)JAふるさと
介護サービス

真城公民館
真城地区
センター

北
上
市

雫
石
町

宮
古
市

奥
州
市
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家
畜
共
済　

▪️
掛
金
払
込
期
限
が
令
和
元
年
10
月
12
日
～
令
和
２

年
１
月
30
日

▪
掛
金
の
払
込
猶
予
期
間
が
令
和
元
年
９
月
28
日
～

令
和
２
年
１
月
16
日

▪
令
和
元
年
９
月
28
日
～
令
和
２
年
１
月
16
日
ま
で

の
間
に
増
額
の
申
し
出
、
ま
た
は
令
和
元
年
９
月
28

日
～
令
和
元
年
10
月
12
日
ま
で
の
間
に
家
畜
を
導
入

し
、
掛
金
に
差
額
が
生
じ
た
場
合
の
払
込
期
限

  

園
芸
施
設
共
済　

▪
掛
金
払
込
期
限
が
令
和
元
年
10
月
12
日
～
令
和
２

年
１
月
30
日

▪
撤
去
、
復
旧
費
用
で
損
害
額
を
算
定
す
る
場
合
の

損
害
額
通
知
期
間
（
事
故
月
日
か
ら
１
年
間
）

※
台
風
19
号
の
被
害
で
１
年
以
内
に
撤
去
ま
た
は
復
旧

が
困
難
な
場
合
に
限
り
ま
す

  

建
物
・
農
機
具
共
済　

▪
継
続
加
入
申
込
期
限
、
掛
金
払
込
期
限
が
令
和
元
年

10
月
12
日
～
令
和
２
年
４
月
11
日
ま
で
の
契
約
の
場
合

▪
農
機
具
共
済
の
復
旧
義
務
履
行
期
間
（
事
故
月
日

か
ら
１
年
間
）

※
台
風
19
号
の
被
害
で
１
年
以
内
の
復
旧
な
ど
が
困
難

な
場
合
に
限
り
ま
す

  

台
風
19
号
で
被
災
し
た
方
を
支
援

災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
市
町
村

宮
古
市
、大
船
渡
市
、久
慈
市
、一
関
市
、陸
前
高
田
市
、

釜
石
市
、
住
田
町
、
大
槌
町
、
山
田
町
、
岩
泉
町
、

田
野
畑
村
、
普
代
村
、
野
田
村
、
洋
野
町

　
台
風
19
号
で
被
害
を
受
け
た
方
の
家
畜
、園
芸
施
設
、建
物
、

農
機
具
共
済
の
掛
金
払
込
期
限
な
ど
を
延
長
し
ま
す
。
対
象
と

な
る
の
は
、
台
風
19
号
に
よ
る
災
害
で
災
害
救
助
法
が
適
用
さ

れ
た
市
町
村
で
、
被
害
を
受
け
た
加
入
者
と
な
り
ま
す
。

掛
金
払
込
期
限
を
延
長
し
ま
す

詳しくはお近くのＮＯＳＡＩへお問い合わせください

令
和
2
年
1
月
31
日
ま
で
延
長

令
和
2
年
4
月
12
日
ま
で
延
長

令
和
2
年
1
月
31
日
ま
で
延
長

令
和
4
年
10
月
11
日
ま
で
延
長

令
和
5
年
10
月
11
日
ま
で
延
長

台風被害、色濃く   　　　
令和元年産水稲（半相殺方式・一筆方式）、麦、ホップ、ぶどうの共済金を支払いました。

収穫皆無圃場の共済金については、仮渡しを行いました。

水
　
稲

　
令
和
元
年
10
月
12
日
か
ら
13
日
に
か
け
て
岩

手
県
に
接
近
し
た
台
風
19
号
は
、
沿
岸
部
を
中

心
に
圃
場
へ
の
土
砂
流
入
や
冠
水
な
ど
の
被
害

を
も
た
ら
し
、
収
穫
皆
無
と
な
っ
た
圃
場
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
一
部
地
域
で
、
水
不
足
の

た
め
田
植
え
が
で
き
な
い
圃
場
（
移
植
不
能
）

も
あ
り
ま
し
た
。
イ
モ
チ
病
の
ほ
か
、
ニ
ホ
ン

ジ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
食
害
な
ど
も
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
収
穫
皆
無
ま
た
は
移
植
不
能
と
な
っ
た
圃
場
の

共
済
金
に
つ
い
て
は
、※
仮
渡
し
を
行
い
ま
し
た
。

麦
　
平
成
31
年
３
月
、
４
月
の
降
雨
や
低
温
に
よ

る
生
育
不
良
で
、
減
収
と
な
っ
た
圃
場
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
収
穫
時
期
に
雨
が
続
き
、
一

部
圃
場
で
刈
り
取
り
が
遅
れ
て
品
質
が
低
下
し

ま
し
た
。

※
共
済
金
の
仮
渡
し
…
収
穫
皆
無
な
ど
で
支
払
共
済
金

見
込
額
が
確
定
し
て
い
る
場
合
は
、
仮
渡
し
と
し
て

共
済
金
を
早
期
支
払
い
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

地域
センター名

水　稲
（半相殺方式・一筆方式） 麦 ホップ ぶどう

戸  数 共済金（円） 戸  数 共済金（円） 戸  数 共済金（円） 戸  数 共済金（円）

盛　岡 26 2,036,751 37 3,431,497 0 0 4 630,440

中　部 16 880,596 8 2,064,408 0 0 1 47,120

胆　江 16 1,485,240 1 1,190 0 0 0 0

磐　井 99 3,671,394 2 178,228 0 0 0 0

東南部 17 1,100,379 0 0 2 89,380 0 0

宮　古 18 1,742,709 0 0 0 0 0 0

北　部 21 1,273,734 5 1,284,548 2 634,380 0 0

計 213 12,190,803 53 6,959,871 4 723,760 5 677,560 

地域センターごとの共済金支払状況 （令和元年１２月現在）

主
な
被
害
状
況

令和元年産
共済金支払状況

❶
❷
台
風
19
号
の
大
雨
で
斜
面
が
崩
落
。
収
穫
間
近
の

水
田
に
土
砂
が
流
入
し
た
（
10
月
14
日
撮
影
・
宮
古
市
） 

❸
穂
イ
モ
チ
が
発
生
し
た
圃
場
（
9
月
14
日
撮
影
・
一

関
市
） 

❹
イ
ノ
シ
シ
が
圃
場
の
中
で
稲
を
踏
み
倒
し
た

こ
と
で
減
収
。
食
害
も
見
ら
れ
た
（
9
月
25
日
撮
影
・

雫
石
町
） 

❺
雨
の
影
響
で
生
育
不
良
と
な
っ
た
麦
圃
場

（
６
月
26
日
撮
影
・
紫
波
町
）

❶

❸

❺

❷

❹
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一
筆
方
式
は
令
和
３
年
産
ま
で

水稲
共済

　
令
和
２
年
産
の
水
稲
共
済
加
入
申
し
込

み
が
始
ま
り
ま
す
。
加
入
す
る
方
は
「
水

稲
共
済
加
入
申
込
書
兼
変
更
届
出
書
」
を

４
月
20
日
ま
で
に
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

へ
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
水
稲
共
済
に

加
入
し
て
、
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

  

対
象
と
な
る
災
害  

　
風
水
害
、
干
害
、
冷
害
な
ど
の
自
然
災

害
の
ほ
か
、
火
災
、
病
虫
害
、
鳥
獣
害
が

補
償
の
対
象
で
す
。

月
2020

日

全相殺、半相殺、品質、地域インデックス方式は、共済金支払基準に満たない減収の場合でも、
収穫皆無や移植不能となった耕地については特例として支払対象となります。

加入方式 補償割合 仕　組　み

全相殺方式
9割
8割
7割

▪農家ごとに総基準収穫量の１割（９割補償）、２割（８割補
償）、３割（７割補償）を超える減収があった場合、共済金を
支払います。

▪加入者の過去の乾燥調製施設（カントリーエレベータなど）に
よる施設計量結果または青色申告の書類をもとに基準収穫量を
設定します。

▪損害評価は耕地の共済事故確認調査のほか、乾燥調製施設によ
る計量結果数量の伝票調査または青色申告書類で行います。

半相殺方式
8割
7割
6割

▪農家ごとに耕地別基準収穫量の合計の２割（８割補償）、３割
（７割補償）、４割（６割補償）を超える減収があった場合、
共済金を支払います。

品 質 方 式
9割
8割
7割

▪農家ごとに減収および品質低下に伴い、収穫量が基準収穫量を下
回りかつ、１割（９割補償）、２割（８割補償）、３割（７割補償）
の生産金額の減少があった場合、共済金を支払います。

▪加入者の過去の出荷伝票などによる規格別の収穫量、または青
色申告書類をもとに基準となる生産金額（当該農家の平均的な生
産金額）を設定します。

▪補償割合に加えて、最低４割までの共済金額を選択できます。

▪損害評価は耕地の共済事故確認調査のほか、農協等の出荷伝票に
より得られる収穫量伝票調査または青色申告等調査で確認します。

地 域
インデックス
方 式

9割
8割
7割

▪地域の統計単収が基準単収を下回る場合に共済金を支払います。

 （注）加入者個人の減収だけでは共済金が支払われないことが
あります。また、市町村によって掛金が大きく異なる場合があ
ります。

一 筆 方 式
7割
6割
5割

▪耕地ごとに３割（７割補償）、４割（６割補償）、５割（５割
補償）を超える減収があった場合、共済金を支払います。

 （注）一筆方式は令和３年産で廃止されます。

申込期限を過ぎると加入
することができませんの
でご注意ください。

加
入
申
し
込
み
は
4
月
20
日
ま
で

〜
ほ
か
の
加
入
方
式
へ
の
移
行
と
一
筆
半
損
特
約
〜

移
植
期
に
自
然
災
害
が
原
因
で
移
植

が
で
き
な
い
場
合
も
補
償
の
対
象
に

な
り
ま
す
。速
や
か
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

一筆方式
57％

半相殺方式
35％

全相殺方式
3％

品質方式 5％

水稲共済加入方式の割合

令
和
３
年

ま
で
に
一
筆
方
式
が

廃
止
か
ぁ…

な
る
ほ
ど
！

こ
の
特
約
を
付
け
る
と
１
つ
の

耕
地
だ
け
半
作
以
下
の

場
合
に
も
対
応
し
て

も
ら
え
る
ん
だ
ね
！

そ
れ
な
ら
、
一
筆
方
式
が

廃
止
さ
れ
た
ら
、
半
相
殺

方
式
に
移
行
し
よ
う
！

一
筆
半
損
特
約
も
つ
け

る
と
万
全
だ
ね

水
稲
共
済
の
加
入
申
込
期
限
は

４
月
20
日
だ
か
ら
、
今
の
う
ち
に

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
に
相
談
に
行
こ
う

は
い
。
ほ
か
の
加
入
方
式
へ

の
移
行
を
検
討
し
て

く
だ
さ
い
ね

一
筆
半
損
特
約
を
付
け

て
い
れ
ば
、
左
の
例
の

場
合
、
耕
地
Ｃ
だ
け
の

被
害
で
も
共
済
金
の
支

払
対
象
に
な
り
ま
す

ち
な
み
に
、
県
内
で
は

一
筆
方
式
の
次
に
半
相

殺
方
式
を
選
択
し
て
い

る
方
が
多
い
で
す

一
人
ひ
と
り
の
圃

場
条
件
や
筆
数
な

ど
に
よ
っ
て
、
お

す
す
め
す
る
加
入

方
式
や
補
償
割
合

は
変
わ
り
ま
す
よ

ち
ょ
っ
と
待
っ
て
！

一
筆
方
式
が

無
く
な
っ
て
ほ
か
の
方
式
を

選
択
し
て
も
、
部
分
的
な
被
害

は
補
償
さ
れ
な
い
よ
ね
？

去
年
か
ら
新
設
さ
れ
た

一
筆
半
損
特
約
は
知
っ
て

ま
す
か
？

耕地A

被害なし 被害なし

被害なし

5割以上の
被害

耕地 B 耕地C

例えば、全相殺方式 9 割補償の場合は、耕地Ａ～Ｃの収穫量の
合計が平年の９割を下回らないと共済金が支払われませんが、
「一筆半損特約」を付けることで、５割以上の収量減が見込まれ
る耕地Ｃは「５割減収」と評価して共済金を支払います。

詳
し
く
は
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
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果樹基盤の立て直し急務

新
基
本
方
針
の
検
討
本
格
化

　
農
林
水
産
省
は
、
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議

会
果
樹
部
会
で
新
た
な
果
樹
農
業
振
興
基
本
方
針
の

策
定
に
向
け
た
議
論
を
本
格
化
さ
せ
て
い
る
。
国
産

果
実
は
高
品
質
生
産
の
努
力
な
ど
に
よ
り
消
費
者
の

評
価
は
高
く
、
日
本
の
強
み
を
発
揮
で
き
る
輸
出
品

目
と
し
て
も
期
待
が
高
ま
る
。
一
方
、
農
家
の
減
少

や
高
齢
化
、
労
働
力
不
足
な
ど
で
生
産
量
は
減
少
傾

向
に
あ
り
、
需
要
量
の
減
少
以
上
に
生
産
量
が
減
少

す
る
事
態
が
発
生
。
さ
ら
に
地
球
温
暖
化
の
進
展
や

多
発
す
る
災
害
な
ど
へ
の
対
応
強
化
も
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
。
果
樹
農
業
は
特
に
中
山
間
地
域
の

基
幹
産
業
で
あ
り
、
そ
の
振
興
は
地
域
の
将
来
に
も

直
結
す
る
。
生
産
基
盤
の
強
化
が
見
通
せ
る
具
体
的

な
道
筋
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
。

高
評
価
も
生
産
減
少
止
ま
ら
ず

　
同
基
本
方
針
は
、
お
お
む
ね
５
年
ご
と
に
見
直
さ

れ
、
現
行
方
針
は
平
成
27
年
４
月
に
策
定
。
部
会
で

は
、
３
月
下
旬
に
も
新
た
な
基
本
方
針
を
ま
と
め
る

計
画
だ
。

　
最
大
の
焦
点
は
、
生
産
基
盤
の
早
期
立
て
直
し
を
ど

う
実
現
す
る
か
だ
。
平
成
29
年
の
果
実
の
産
出
額
は

８
５
０
０
億
円
で
、
農
業
総
産
出
額
の
約
１
割
を
占
め

る
。
特
に
平
成
24
年
以
降
上
昇
傾
向
に
あ
り
、
同
年
比

で
は
約
１
千
億
円
増
加
し
た
。
さ
ら
に
海
外
で
も
日
本

産
果
実
の
評
価
は
上
昇
し
て
お
り
、
平
成
30
年
の
果
実

の
輸
出
額
は
約
２
１
６
億
円
と
過
去
最
高
を
更
新
し
た
。

　
一
方
、
国
内
の
栽
培
面
積
・
生
産
量
は
と
も
に
減

少
傾
向
に
あ
り
、
ピ
ー
ク
時
（
昭
和
50
年
代
）
の
約

半
分
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
。
主
な
要
因
は
、
農

家
の
減
少
と
高
齢
化
の
進
展
で
、
過
去
10
年
で
農
家

戸
数
は
約
２
割
（
約
６
万
戸
）
減
り
、
60
歳
以
上
の

割
合
が
全
体
の
約
８
割
を
占
め
る
状
況
だ
。

　
日
本
産
果
実
の
高
評
価
は
、
生
産
現
場
が
一
丸
と

な
っ
て
手
間
を
惜
し
ま
ず
に
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
即
し

た
高
品
質
生
産
に
励
ん
で
き
た
成
果
だ
。
省
力
樹
形

の
導
入
や
ス
マ
ー
ト
農
業
の
開
発
・
普
及
、
適
切
な

基
盤
整
備
の
実
施
な
ど
、
高
品
質
生
産
と
労
働
生
産

性
の
飛
躍
的
向
上
を
両
立
さ
せ
る
環
境
づ
く
り
が
急

務
と
な
っ
て
い
る
。

温
暖
化
や
災
害
も
課
題
に

　
生
産
基
盤
の
強
化
で
は
、
地
球
温
暖
化
へ
の
対
応

も
課
題
だ
。
す
で
に
高
温
に
よ
る
温
州
ミ
カ
ン
の
浮

き
皮
や
リ
ン
ゴ
の
着
色
不
良
な
ど
影
響
は
顕
在
化
し

て
お
り
、
永
年
作
物
で
あ
る
果
樹
の
特
性
も
踏
ま
え

た
品
種
選
定
や
適
応
技
術
の
開
発
・
普
及
が
重
要
と

な
っ
て
い
る
。

　
頻
発
す
る
災
害
へ
の
対
応
強
化
も
不
可
欠
で
、
昨

年
も
台
風
15
号
や
19
号
な
ど
に
よ
り
広
範
囲
で
甚
大

な
被
害
が
発
生
。
被
災
地
の
早
期
復
旧
・
復
興
を
支

え
る
と
と
も
に
、
安
心
し
て
営
農
継
続
で
き
る
生
産

体
制
の
構
築
に
向
け
、
農
業
保
険
（
収
入
保
険
・
農

業
共
済
）
の
加
入
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
。

次
代
に
つ
な
ぐ
環
境
整
備
を

　
果
樹
政
策
は
、
従
来
の
温
州
ミ
カ
ン
と
リ
ン
ゴ
を

中
心
と
し
た
生
産
抑
制
対
策
か
ら
、
需
要
に
応
え
る

安
定
生
産
・
供
給
を
実
現
す
る
対
策
へ
と
大
き
な
転

換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
若
者
の
参
入
を
促
す
果
樹
農
業
の
確
立
に
向
け
、

優
良
品
種
の
開
発
・
普
及
や
世
界
に
誇
る
日
本
の
果

実
生
産
を
支
え
て
い
る
“
技
”
の
円
滑
な
継
承
を
後

押
し
す
る
仕
組
み
づ
く
り
も
強
力
に
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
農
業
共
済
新
聞
編
集
室
）

　美容師になるのが夢で、花
巻市内の美容専門学校に進
学した遥香さん。４月から
は、美容師として県外に就職
することが決まっています。
　「地元を離れるのは少し寂
しいですが、夢だった職業に
就けるのでワクワクしていま
す」と話します。
　実家では両親がホウレン
ソウを栽培しています。「いつ
も休みなく働く姿を近くで見
てきたので、尊敬しています」
と遥香さん。「これからも体
調に気を付けながら、おいし
いホウレンソウを作ってね」
と家族を思いやります。

佐
さ さ き

々木 遥
は る か

香さん（19）

遠野市

一人前の美容師になるために
愛用の道具と頑張ります

なでしこ
n a
d e s h i k o

私も農家のサポーター
農  政  最  前  線

県内の共済部長さん
を紹介します

機
能
表
示
可
能
か
ど
う
か
で
大
別

　

以
前
、「
健
康
食
品
の
選
び
方
・
使
い

方
」
を
取
り
上
げ
ま
し
た
が
、
今
回
は
健

康
食
品
の
種
類
を
紹
介
し
ま
す
。
健
康
食

品
に
は
、
国
の
「
保
健
機
能
食
品
制
度
」

に
基
づ
い
て
機
能
性
を
表
示
で
き
る
「
保

健
機
能
食
品
」
と
、
効
果
や
機
能
を
表
示

で
き
な
い
、
い
わ
ゆ
る
「
健
康
食
品
」
に

大
別
さ
れ
ま
す
。

　
前
者
は
さ
ら
に
、
国
の
審
査
を
受
け
消

費
者
庁
長
官
の
許
可
を
得
た
「
特
定
保
健

用
食
品
（
ト
ク
ホ
）」、
規
格
基
準
に
適
合

す
れ
ば
国
が
定
め
た
表
現
に
よ
っ
て
機
能

性
を
表
示
で
き
る
「
栄
養
機
能
食
品
」、

事
業
者
の
責
任
に
お
い
て
機
能
性
を
表
示

し
た
「
機
能
性
表
示
食
品
」
に
分
け
ら
れ

ま
す
。「
特
定
保
健
用
食
品
」
に
は
独
自

の
マ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、こ
れ
ら
と
は
別
に
、

消
費
者
庁
長
官
に
よ
り
特
別
の
表
示
が
許

可
さ
れ
た
「
特
別
用
途
食
品
」（
独
自
の

マ
ー
ク
あ
り
）
も
あ
り
ま
す
。

﹁
機
能
性
表
示
食
品
﹂の
注
意
点

　
「
機
能
性
表
示
食
品
」
の
安
全
性
や
機

能
性
の
根
拠
は
、
事
業
者
に
よ
る
も
の
で

す
。
国
や
規
制
当
局
は
関
与
し
て
い
な
い

の
で
、
使
う
時
に
は
自
分
で
調
べ
る
こ
と

を
お
す
す
め
し
ま
す
。
消
費
者
庁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
「
機
能
性
表
示
食
品
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
」
な
ど
で
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
そ
の
際
は
、
個
人
の
感
想
だ
け
を

う
た
う
よ
う
な
「
イ
メ
ー
ジ
戦
略
」
に
だ

ま
さ
れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

27年前から消費生活アドバイ
ザーとして活動。専門分野は社会
保障。公益社団法人日本消費生活
アドバイザー・コンサルタント・相
談員協会会員、岩手県生活問題研
究会会員。

横
藤
崇
子

（
よ
こ
ふ
じ
た
か
こ
）

　
毎
回
テ
ー
マ
を
決
め
て
、
日
々
の
暮
ら
し
に
役
立
つ
話
を
紹
介

し
ま
す
。
お
答
え
い
た
だ
く
の
は
、
盛
岡
市
の
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
・
横
藤
崇
子
さ
ん
で
す
。

健
康
食
品
の
種
類

マ
メ
知
識

暮らしに役立つ

11

NOSAIの輪
　
宮
古
市
田
老
末
前
地
区
の
共
済
部
長
を

務
め
る
西
野
さ
ん
は
、
宮
古
市
消
防
団
の

副
団
長
と
し
て
現
役
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
の
こ
ろ
、
地
元
で
大
き
な
山

火
事
が
あ
り
ま
し
た
。
消
防
の
は
ん
て
ん

を
着
た
当
時
の
消
防
団
員
の
背
中
が
大
き

く
見
え
、
大
人
に
な
っ
た
ら
消
防
に
入
ろ

う
と
決
め
ま
し
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　
19
歳
で
旧
田
老
町
消
防
団
に
入
団
し
て

か
ら
、
こ
れ
ま
で
地
域
の
防
災
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。「
無
理
せ
ず
け
が
を
し

な
い
範
囲
で
活
動
し
て
い
ま
す
」
と
西
野

さ
ん
。「
地
域
の
人
た
ち
か
ら
の
『
あ
り

が
と
う
』
や
『
助
か
っ
た
』
と
い
う
声
が
、

活
動
の
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
笑
顔

を
見
せ
ま
す
。

　
「
副
団
長
と
し
て
、
若
い
団
員
た
ち
が

円
滑
に
活
動
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
き

た
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

はんてんとヘルメットは、すぐに持ち出せる場所に
置いています

西
に し の

野 勝
か つ お

雄さん（71）

宮古市田老末前地区

共済部長歴38年

消
防
団
員
と
し
て
長
年
活
動

17 16NOSAIい わ て



共
済
掛
金
は
口
座
振
替
で

　
現
金
納
入
に
か
か
る
事
故
を
未

然
に
防
止
す
る
た
め
、
共
済
掛
金

等
を「
口
座
振
替
」で
納
入
し
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
現
金
ま
た
は
振
込
で
納
入
し
た

場
合
、
組
合
よ
り
加
入
内
容
等
の

確
認
の
通
知
が
届
く
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
お
手
数
で
す
が
ご
回

答
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
ん
な
時
は
早
め
の

連
絡
を

■
風
水
害
・
干
害
な
ど
の
自
然
災

害
の
ほ
か
、
火
災
、
病
虫
害
、

鳥
獣
害
を
確
認
し
た
と
き

※
被
害
を
確
認
し
ま
す
の
で
速
や

か
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
家
畜
の
異
動

・
子
牛
が
出
生
、
牛
を
譲
渡
（
売

却
）、
導
入
し
た
と
き

・
育
成
牛
が
加
入
月
齢
（
生
後
６

カ
月
）
に
達
し
た
と
き

・
家
畜
が
死
亡
ま
た
は
廃
用
に

な
っ
た
と
き

　
こ
れ
ら
の
届
け
出
が
な
か
っ
た

場
合
、
共
済
金
の
減
額
や
支
払
い

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
異
動
月
日
は
家
畜
改
良
セ
ン

タ
ー
（
牛
個
体
識
別
情
報
）
へ
届

け
出
る
年
月
日
と
一
致
す
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

■
ハ
ウ
ス
の
被
覆
期
間
変
更
や
事

故
、
建
物
の
物
件
や
農
機
具
の
機

種
に
変
更
や
事
故
が
あ
っ
た
と
き

　
連
絡
が
遅
れ
る
と
共
済
金
を
支

払
い
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
収
入
保
険
で
の
営
農
計
画
変
更

が
生
じ
た
場
合

　
栽
培
面
積
や
品
目
・
品
種
な
ど

を
変
更
す
る
場
合
、
被
害
が
発
生

し
た
場
合
は
連
絡
が
必
要
で
す
。

※
そ
の
他
、
加
入
し
て
い
る
共
済

の
申
込
内
容
に
変
更
が
発
生

し
た
場
合
は
、
す
み
や
か
に
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

名
義
変
更
お
忘
れ
な
く

　
経
営
移
譲
し
た
場
合
、
組
合
員

が
死
亡
し
た
場
合
な
ど
は
届
け
出

が
必
要
で
す
。
届
け
出
の
際
は
、

金
融
機
関
に
登
録
し
て
い
る
印
鑑

と
ご
加
入
の
共
済
証
券
を
組
合
に

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

家
畜
共
済
の
期
末
調
整

事
務
が
始
ま
り
ま
す

　

新
し
い
家
畜
共
済
で
は
、
責
任

期
間
終
了
時
に
牛
個
体
識
別
情
報

を
用
い
て
飼
養
実
績
の
確
認
を
行

い
、
期
首
時
の
予
定
飼
養
頭
数
と

期
末
時
の
飼
養
実
績
に
よ
る
共
済

掛
金
等
の
調
整
事
務
を
行
い
ま
す
。

　
牛
個
体
識
別
情
報
へ
の
届
出
を

早
期
に
行
う
よ
う
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

納
入
期
限
を

延
長
で
き
ま
す

　
令
和
２
年
３
月
末
日
以
前
に
保

険
期
間
が
開
始
さ
れ
る
収
入
保
険

に
加
入
、
ま
た
は
加
入
予
定
の
方

の
保
険
料
な
ど
の
支
払
期
限
を
３

か
月
延
長
で
き
ま
す
。

　
延
長
の
対
象
と
な
る
の
は
、
台

風
19
号
に
よ
る
災
害
で
災
害
救
助

法
が
適
用
さ
れ
た
市
町
村
（
13

ペ
ー
ジ
参
照
）
に
お
住
ま
い
の
方

で
す
。
延
長
に
は
、
申
し
出
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
近
く
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｉ
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

NOSAIか ら の お 知 ら せ

青色申告（複式簿記）を行っている場合、最高で○○
万円を所得から控除することができます。○○に当
てはまる数字をお答えください。　（ヒント：4ページ参照）

●応募方法
ハガキに必要事項をご記入の上、ご応募ください。正解者の中から抽選で
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●応 募 先　〒020-0857　盛岡市北飯岡一丁目10-50
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問 題 Q u e s t i o n
N IS イO クA ズ?今

月
の
表
紙

一戸
町
女
鹿

猪
股
真
吾
さ
ん
、真
弓
さ
ん
の
お
子
さ
ん

　雪が積もる中、家からおよそ５００㍍離れた
ハウスまで走って駆け付けた聖華くんと大夢
くん。暖かいハウスの中で、お父さんに教わり
ながらアスパラガスの収穫を手伝いました。
　聖華くんと大夢くんは、柔道を習っていま
す。聖華くんはスポーツ少年団の大会に出場。
５・６年生の部で優勝しました。大夢くんも、
お兄ちゃんを目標に練習を頑張っています。
　お父さんの真吾さんは「優しくて思いやりの
ある子に育ってほしいですね」と２人の成長を
見守っています。

猪
股 

聖き
よ
は
る華

く
ん（
12
歳
）

　
　
　

  

大ひ

ろ

む夢
く
ん（
9
歳
）

●
最
近
終
活
の
こ
と
を
考
え
る
よ
う
に
な

り
、
洋
服
の
整
理
な
ど
少
し
ず
つ
整
理

し
て
い
ま
す
。
マ
メ
知
識
を
読
ん
で
整

理
す
る
と
き
の
コ
ツ
や
ポ
イ
ン
ト
が
よ

く
わ
か
り
助
か
っ
て
い
ま
す
。

	
	

【
岩
手
町　
K
さ
ん
】

●
書
写
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
、
す
ば
ら
し

い
筆
さ
ば
き
に
感
心
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ

作
品
展
示
に
行
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま

す
。	

【
花
巻
市　
Ｋ
さ
ん
】

●
パ
プ
リ
カ
の
中
に
ミ
ニ
ト
マ
ト
が
入
っ

た
ピ
ク
ル
ス
は
と
て
も
お
も
し
ろ
い
で

す
ね
。	

【
西
和
賀
町　
H
さ
ん
】

●
浄
法
寺
漆
を
使
っ
た
器
は
、な
ん
と
も
言

え
な
い
上
品
さ
と
渋
さ
が
あ
っ
て
素
敵

で
す
ね
。	

【
奥
州
市　
A
さ
ん
】

●
表
紙
で
お
孫
さ
ん
た
ち
と
お
団
子
作
り

を
し
て
い
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
が

最
高
で
す
。	

【
奥
州
市　
G
さ
ん
】

●
台
風
19
号
の
被
害
写
真
に
絶
句
し
ま
し

た
。
報
道
さ
れ
な
い
数
多
く
の
被
害
を

受
け
ら
れ
た
方
々
に
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。	

【
一
関
市　
K
さ
ん
】

●
わ
が
家
の
か
ま
ど
の
レ
シ
ピ
を
と
て
も

楽
し
み
に
し
て
、
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。	

【
住
田
町　
T
さ
ん
】

●
広
報
紙
か
ら
県
内
各
地
の
旬
の
料
理
な

ど
を
た
く
さ
ん
知
る
こ
と
が
で
き
て
う

れ
し
い
で
す
。	

【
軽
米
町　
E
さ
ん
】

クイズと一緒に寄せられた感想の一部を紹介します。

おたより広場

災
害
の
備
え
を

万
全
に

◉
加
入
申
込
期
限

り
ん
ご

•
減
収
総
合
方
式
（
短
縮
方
式
）

•
特
定
危
険
方
式

　
※
令
和
２
年
産
の
加
入
と
な
り
ま
す
。

•
減
収
総
合
方
式
（
一
般
方
式
）

•
全
相
殺
方
式

•
地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式

　
※
令
和
３
年
産
の
加
入
と
な
り
ま
す
。

ぶ
ど
う　

…
… 

４
月
10
日

　
※
り
ん
ご
の
加
入
方
式
、
年
産
と
同
様
で
す
。

◉
加
入
で
き
る
の
は

　
栽
培
面
積
が
類
区
分
（
早
生
・
中
生
・
晩
生
）
ご
と

に
５
㌃
以
上
の
農
家
・
生
産
組
織

※
特
定
危
険
方
式
に
加
入
す
る
場
合
は
、
前
述
に
加
え
て
栽

培
面
積
の
合
計
が
20
㌃
以
上
で
、
か
つ
、
５
年
以
上
の
栽

培
経
験
が
あ
る
方
な
ど
に
限
ら
れ
ま
す
。

果
樹
共
済（
り
ん
ご
・
ぶ
ど
う
）加
入
申
込
開
始

❶強風でりんごが落果
❷ひょうの被害で、果実に穴が開いたりんご
❸強風で果実と枝がこすれて傷がついたりんご
❹、❺長雨で下部の果実が裂果したぶどう

❶❸

❷

　
昨
年
は
台
風
19
号
の
影
響
で
、
県
全
域
で
り
ん
ご
の

落
果
や
損
傷
が
発
生
し
、大
き
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
毎
年
ひ
ょ
う
や
霜
の
被
害
、
長
雨
に
よ
る
ぶ
ど

う
の
裂
果
の
発
生
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
収
入
保
険
に
加

入
し
て
い
な
い
方
は
、
果
樹
共
済
に
加
入
し
て
災
害
に

備
え
ま
し
ょ
う
。

検討をお願いします
半相殺特定危険方式と樹園地単位方式は、令和３年産までで廃止となります。
ほかの方式への移行、または収入保険への加入について検討をお願いします。

詳しくはお近くの NOSAI へお問い合わせください。

❹❺

果樹
共済

３
月
15
日

４
月
30
日
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N
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結
い
の
大
地N

O
SA

I
い
わ
て

ミカン	 Mサイズ２個

ハクサイ	 大きい葉1枚

長ネギ	
1/2本

コマツナ	
2株

ゆでうどん	
2玉

カニ団子	
6個

調味液：水750cc、和風だし小さじ
2、酒、    

しょうゆ各大さじ2、塩小さじ1/4

※カニ団子は、エビ団子やつみれな
どお好み

でOK

材料 ( ２人分 )

焼
き
ミ
カ
ン
の

煮
込
み
う
ど
ん

皮
ま
で
丸
ご
と
お
い
し
い

野菜ソムリエ上級プロ

小原　薫
（おはら　かおる）

盛岡市生まれ。ＩＢＣラ
ジオ「野菜の気持ち」
のパーソナリティーを

務め、各地で料理指導やレストランのレシ
ピ開発、食に関する講演会も行う。農業共
済新聞「岩手版」でレシピ連載中。

❶ 

ミ
カ
ン
は
、
魚
焼
き
グ
リ
ル
で
皮
に

焦
げ
目
が
つ
く
ま
で
7
分
程
度
焼
く
。

❷ 
ハ
ク
サ
イ
は
横
１
㌢
幅
に
、
コ
マ
ツ

ナ
は
3
㌢
に
、
長
ネ
ギ
は
斜
め
に
薄
切

り
に
切
る
。

❸ 

鍋
に
調
味
液
と
❶
❷
を
入
れ
て
火
に

か
け
、
沸
い
た
ら
ゆ
で
う
ど
ん
と
カ
ニ

団
子
を
加
え
、
う
ど
ん
が
温
ま
っ
た
ら

出
来
上
が
り
。

　

ミ
カ
ン
を
焼
く
こ
と
で
、
皮
ま
で
お

い
し
く
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
魚
な
ど
と
組
み
合
わ
せ
た
時
の

臭
み
消
し
に
な
り
ま
す
。

作
り
方

ひ
と
手
間
ポ
イ
ン
ト

ミカン特有の栄養ビタミンP（ヘスペリジン）は、
皮に多く含まれています。毛細血管を強くし、高
血圧や動脈硬化を予防する働きがあります。

ミカン

〒020–0053 盛岡市上太田細田28–8
TEL：019–659–3905

●盛岡・紫波支所
〒028–3605 矢巾町大字間野々3–160
TEL：019–697–3109

●北岩手支所
〒028–4125 盛岡市好摩字上山3–38
TEL：019–682–2661

盛岡地域センター

〒025–0025 花巻市下根子821
フリーダイヤル 0120-28-5201

●西和賀出張所
〒029–5503 西和賀町清水ヶ野18–203
TEL：0197–84–2133

中部地域センター

〒029–0132 一関市滝沢字矢ノ目沢65–60
TEL：0191–23–3072

磐井地域センター

〒028–6506 九戸村大字山屋2–25–1
TEL：0195–41–1101

北部地域センター

ホームページアドレス

〒020–0857 盛岡市北飯岡一丁目10–50
TEL：019–601–7491

本所
〒023–0023 奥州市水沢字八反町52–1
TEL：0197–25–6631

胆江地域センター
〒027–0203 宮古市津軽石13–488–1
TEL：0193–67–2231

●下閉伊北部出張所
〒027–0501 岩泉町岩泉字天間17–1
TEL：0194–22–2643

宮古地域センター

〒028–0542 遠野市早瀬町2–4–13
TEL：0198–62–2556

●気仙支所
〒022–0006 大船渡市立根町字岩脇1–3
TEL：0192–27–5521

●釜石出張所
〒026–0301 釜石市鵜住居町13-70-4
 （鵜住居地区24-2街区10-1画地）

東南部地域センター

http://nosai-iwate.net
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